
1-01

石の標準寸法　600X600

(
1
0
)

(
1
0
)

モルタル

敷モルタル

張付け用ペースト

敷モルタル

張付け用ペースト

（石材と取合う場合）（タイルと取合う場合）

(
5
0
)
5 FL

張付け用ペースト

張付け用ペースト

t

-4 ビニル床シート，ビニル床タイル，

-10 石材（石厚50を超える場合)

敷モルタル

(
6
0
)

t

(
6
0
)
+
石
厚

(6～12)

石の標準寸法　900X450

屋外(4以上)
屋内(3～6)

敷モルタル

セルフレベリング材（指定仕上材）

5

(7～10)

(
6
5
)

誘導用床材・注意喚起用床材　300X300X30程度の場合

セルフレベリング材塗り-8

張付けモルタル

(
5
0
)

敷モルタル

床コンクリート直均し仕上げ

床コンクリート直均し仕上げ,
床コンクリート直均し仕上げの上塗り床等

(
1
0
)

3
0

ゴム床タイル張り

石材（石厚50以下の場合）-9

誘導用床材・注意喚起用床材-7

-3

タイル（張付け面積の小さい場合）-5

ビニル床シート,ビニル床タイル,-2

タイル（-5以外の場合）-6

モルタル，モルタルの上塗り床等-1

1/5

床　：　仕上げ

建築工事標準詳細図　令和４年版
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図面名称
仕様

(
3
5
)
+
石
厚

(
3
5
)

3
0

ゴム床タイル張り

張付けモルタル

(
3
0
)

下地モルタル

誘導用床材・注意喚起用床材のブロックパターンは１）
JIS T 9251による。

特記事項
１） タイル寸法
２） 石材の種類，厚さ，仕上げ
３） -７の誘導用床材・注意喚起用床材の材種，厚さ
４） 指定仕上材の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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(
8
～
1
5
)

(
8
～
1
5
)

(
1
2
～
1
5
)

(
1
2
～
1
5
)

1-02

根太　＠300程度

接着工法の場合
モルタル塗下地

接着工法の場合
モルタル塗下地

（指定仕上材）

不陸緩和材

(
1
0
)

M10-＠1,200程度

アンカーボルト又は
あと施工アンカー

あと施工アンカーM10-＠1,200程度

H

フリーアクセスフロア

（指定仕上材）

フリーアクセスフロア-14

（構造用合板t=12）

-10-9-8-7-6-5-4

-3-2-1

2.
00
00

(
3
)

(
9
)

(
8
)

カーペット
（パイル長7）

フェルト t=(8）
FL

カーペット（パイル長4）

FL(
6
.
5
)

(
2
)

グリッパー工法の場合 全面接着工法の場合

(
1
5
)

4
0

接着工法の場合

空練りモルタル t=(20）

ポリスチレンフォーム床下地材
モルタル

根太　＠300程度

釘留め工法（直張工法）
の場合

釘留め工法（根太張工法）
の場合

根太寸法
大引間隔　900のとき　45X55
大引間隔1,800のとき　45X90

4
0

t=(20）
空練りモルタル

フォーム床下地材 t=(40）
ポリスチレン

(
1
1
5
)(
5
5
)

（構造用合板t=12）

40X45-＠450

90X90/2-＠900

モルタル

くさび飼いとめくぎ打ち
接着又はモルタルすえ＠600

アンカーボルト又は

(
5
5
)

(
1
8
0
)

40X45-＠450

90X90/2-＠900

モルタル

(
5
5
)

90X90-＠1,200程度

(
2
8
0
)

２）

１）
ＭＤＦを使用する場合はｔ＝１５とする。
-１，-２，-６，-１１の下地板はパーティクルボード，

フローリングブロックカーペット敷き -10-4・-5 フローリングボード,複合フローリング-6～-9

畳敷き-1～-3

1/5

床　：　仕上げ

建築工事標準詳細図　令和４年版
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図面名称
仕様

モルタル

緩衝材

ポリスチレンフォーム床下地材は製造所の仕様による。

(　　  　　　    )

(       )

（構造用合板t=12）

３） -３の畳床で最下層が押出法ポリスチレンフォーム断熱材
構造のＤ種（Ⅱ形，Ｋ形，Ｎ形）等の場合は，ポリスチレン
フォーム床下地材は省略する。

※ -11～-13は欠番

特記事項
１） -６～-９の仕上げ材の種別，樹種及び厚さ
２） -１０～-１３の樹種，厚さ及び大きさ
３） ポリスチレンフォーム床下地材の厚さ
４） -１４の構法，構成材の材質，寸法，Ｈ
５） 指定仕上材の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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-6の場合-5の場合

塗り又は溶融亜鉛めっきとする。

1-21

しま鋼板 t=4.5

H

指定仕上材の例

1
0
0

100

W

H

W

断面1/20

平面1/20

断面1/20

無筋コンクリート打ちの場合　断面1/20

W≦450の場合 450＜W≦1,000の場合

（コンクリート打放しC種）

平面1/20

（コンクリート打放しC種）

無筋コンクリート

取手付きふた約5枚に1枚

ふた長さ600程度

補強L-40×40×3-＠250程度（コンクリート打放しC種）

補強L-40×40×3-＠250程度

ふた長さ600程度ふた長さ600程度

取手付きふた5枚に付き1枚

ステンレス製ふた

W

H

硬質アルミ枠

D10-＠500程度

（パッキング）

(6)(2)

硬質アルミ枠

D10-＠500程度

（パッキング）

（指定仕上材）

鋼板t=4.5

硬質アルミ

硬質アルミ枠

D10-＠500程度

（パッキング）

（指定仕上材）

SUS304t=1.5

鋼板t=4.5

ふた（鋼板+仕上材）

ふた（鋼板+仕上材）

硬質アルミ枠

D10-＠500程度

（パッキング）

（グレーチング等）

(10)(2)

-4 ふた（鋼板+仕上材）

D10-＠500程度

（指定仕上材）

鋼板t=4.5

-5 ふた（グレーチング等）

-8-7 ふた（グレーチング等）

-6

-3

-2 ふた（鋼板+仕上材）

2

D10-＠500程度

しま鋼板 t=4.5

２）

３）

１）

とし，製造所の形状寸法とする。
-３～-８の硬質アルミ又はステンレスＳＵＳ３０４枠は既製品
とする。
-２，-４，-６，-８のふた仕上げは周囲床仕上げに同じ

ふたの鉄面及びトラフ内の鉄面の塗装等はSOP塗り，EP-G

ふた　（しま鋼板SOP塗り、-1

1/5，1/20

トラフ

建築工事標準詳細図　令和４年版
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図面名称
仕様

SOP、EP-G

SOP、EP-G

(10)(2)

(6)(2)

2

-5

-4

詳細
番号

-2

-8

カーペット等

鋼製グレーチング等

タイル，テラゾタイル，石等
-6

モルタル，人造石等

鋳鉄製格子ふた，

仕上材

フローリングボード類

ビニル床シート，ビニル床タイル，

ゴム床タイル等

-4

-4

-8

　　　　　　EP-G塗り又は溶融亜鉛めっき）

ふた　（しま鋼板SOP塗り、
EP-G塗り又は溶融亜鉛めっき）

-7

又は溶融亜鉛めっき

又は溶融亜鉛めっき

(      )

(      )

(既製品)

2(3)

　又は溶融亜鉛めっき 25×6　

ステンレスSUS 304
又は溶融亜鉛めっき

鋼板t=4.5

SUS304

（指定仕上材）SUS304 クッション材付き
ステンレス枠

アンカーD10-＠500程度

（ステンレスグレーチング等）

クッション材

2(3)

SUS304 クッション材付き
ステンレス枠

アンカーD10-＠500程度

クッション材

ステンレスSUS304        　
(             )

L-50×50×4(      )

又は溶融亜鉛めっき 16×8　　

又は溶融亜鉛めっき
L-50×50×4(      )

ステンレスSUS304 　　       
(             )

ステンレスSUS304

１） Ｗ，Ｈ，ふた仕上材

特記事項

２） 鉄面の塗装，溶融亜鉛めっきの種別
３） 無筋コンクリート打ちの場合の仕様
４） トラフ内の塗装の有無及び仕様
５） 指定仕上材の種類

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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ピット枠（既製品）

断　面　1/10

内部 防水モルタル コテ（Ｒ面取り）

1
0
0
～
1
5
0

25 (200) 25

(250)

ステンレス製（パッキング付）

排水ピット蓋（既製品）
ステンレスグレーチング
ノンスリップ仕様（H=15 ＠20mm程度）

H

1/10

排水溝，グリストラップ

排水溝-1

1-22建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
特記事項仕様

グリストラップ-2

指定仕上材の種類３）
ピット枠のパッキングの有無２）
L ，L ，W ，W ，D, H １） 1 2

（保護モルタルt=15）
防水層 

（下地モルタルt=15以上）

1 2

シーリングの種別４）
ノンスリップの仕様５）
防水層の種類６）

H

内部 防水モルタル コテ

グリストラップ蓋（別途）

L ×W

グリストラップ本体
ステンレス製（別途）

D

L ×W

（保護モルタルt=15）
防水層 

断　面　1/10

シーリング

受金物　ステンレス製

（指定仕上材）

（下地モルタルt=15以上）

耐火被覆（別途）

ステンレス

シーリング

ステンレス
受金物受金物

排水管（別途）
受けかご
ステンレス製（別途）

1 1

（別途）（別途）

2 2

グリストラップ

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様

モルタル充填（別途）

耐火カバーを使用する場合　　1/10

防水層の種類

特記事項
１）

耐火カバー（別途）

断熱材（別途）

目地材（別途）

防水層

(下地モルタルt=15以上)

保護コンクリート

（保護モルタルt=15）

（指定仕上材）

モルタル

屋内防水（アスファルト防水）器具取合い

屋内防水（アスファルト防水）

-4

-1

(
水
下
1
0
0
)

(
3
0
0
) 保護コンクリート

防水層

（下地モルタルt=15以上）

（保護モルタル t=15）

（指定仕上材）

モルタル

メタルラス

（シール材）1
5
0

ラス立上り

20

(650X350)

ロックルウール充填（別途）

ボルト又は鉄板ビス（別途）

アンカーボルト（別途）

1/5，1/10

屋内防水

建築工事標準詳細図　令和４年版

耐火被覆を取付ける場合　　1/10

縮　　尺

図面名称

耐火被覆（別途）

1-31

（下地モルタルt=15以上）

防水層

（指定仕上材）

モルタル

　屋内防水　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　器具取合い-5

(
3
0
0
)

（下地モルタルt=15以上）

防水層

（指定仕上材）

モルタル

屋内防水（塗膜防水）-2

1
5
0

メタルラス

ラス立上り

(
3
0
0
)

防水層

モルタル

（指定仕上材）

屋内防水-3 (屋内保護密着工法）)
（合成高分子系ルーフィングシート防水

２） 指定仕上材の種類

　（塗膜防水 又は 合成高分子系ルーフィングシート防水（屋内保護密着工法） ）

（下地モルタルt=15以上）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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2-01

（GB-S）

(30)

伸縮調整目地

(10X10)
シ－リング材

MCR工法又は

目荒し工法の場合

(
2
0
) (
1
0
)

目荒し工法の場合

MCR工法又は

t=(3～4)
張付けモルタル

モルタル t=(4～6)
下地側張付け

目荒し工法の場合

MCR工法又は

モルタル t=(1～3)
タイル裏面側張付け

(20)

軽量鉄骨壁下地

（GB-S）

接着剤

-7

-3-2

-2・-3，-13・-14 内装タイル

接着剤

断熱材打込みの場合(11～13)

(断熱材)

（せっこう系直張り用接着材）

(
2
～
3
)

接着剤

-6

（モルタル下地）
壁タイル接着剤張り

MCR工法又は

（ボード下地）
壁タイル接着剤張り

(20)

-4，-6～-8，-10　　　　外装タイル
(
4
～
1
0
)

張付けモルタル
t=(5～8)

モルタル下塗り
むら直し，中塗り

(
1
0
)

貧調合モルタル

-4

伸縮調整目地
シ－リング材

モルタル下塗り
むら直し，中塗り
金ごて仕上げ

（ユニットタイルの場合）
マスク張り

改良圧着張り

ひび割れ誘発目地

(15)ひび割れ誘発目地
シーリング材
(18X10)

(
2
0
)

伸縮調整目地
シーリング材
(10X10)

(
3
0
)

壁　：　仕上げ

1/5

（各工法共通）

建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称

-11・-12

目荒し工法の場合

(30)

打継ぎ目地
シーリング材(18X10)

密着張り

(
2
～
5
)

-8

（タイル張り用振動機を用いる工法）

(10X10)

仕様

モザイクタイル張り
（ユニットタイルの場合）

　(20)　(30)

ひび割れ誘発目地平面

(
2
0
)

(
2
～
3
)

(
2
～
3
)

(20) (30) (20)

伸縮調整目地
シ－リング材
(10X10)

モルタル下塗り
むら直し，中塗り

(
4
～
1
0
)

(
1
0
)

(
2
0
)

モルタル下塗り
むら直し，中塗り

(
1
0
)

(
2
0
)

伸縮調整目地
シ－リング材
(10X10)

(
4
～
1
0
)

モルタル下塗り
むら直し，中塗り

張付けモルタル
t=(3～5)

断熱材現場発泡の場合(18～23)

バックアップ材

１） 打継ぎ目地，ひび割れ誘発目地のシーリング材は３面接着

発泡合成樹脂

貧調合モルタル

打継ぎ目地
シーリング材(18X10)

貧調合モルタル

打継ぎ目地
シーリング材(18X10)

貧調合モルタル

打継ぎ目地
シーリング材(18X10)

貧調合モルタル

-10

(
1
5
)

(
1
5
)

(
1
5
)

(
1
5
)

(20)

バックアップ材

発泡合成樹脂

バックアップ材

発泡合成樹脂

バックアップ材 発泡合成樹脂

バックアップ材

(
2
0
) (
1
0
)

接着剤張り

　(20)　(30)

下地調整塗材

接着剤

貧調合モルタル

打継ぎ目地
シーリング材(18X10)

(
1
5
)

発泡合成樹脂

バックアップ材

目荒し工法の
MCR工法又は

伸縮調整目地
シ－リング材
(10X10)

(
4
～
1
0
)

発泡合成樹脂

-11

(15)ひび割れ誘発目地
シーリング材
(18X10)

バックアップ材

貧調合モルタル

(20)

(
2
0
)

伸縮調整目地
シーリング材

発泡合成樹脂

(10X10)

-12

(
3
0
)

（接着剤張りの場合）

接着剤

ひび割れ誘発目地平面

場合

※-1,-5,-9は欠番

モルタル t=(4～6)
下地側張付け

目荒し工法の場合

MCR工法又は

モルタル t=(1～3)
タイル裏面側張付け

-14

MCR工法又は

(
4
～
1
0
)

張付けモルタル
t=(5～8)

モルタル下塗り
むら直し，中塗り

-13

改良圧着張り

目荒し工法の場合

(30)
密着張り

（タイル張り用振動機を用いる工法）

(30)

モルタル下塗り
むら直し，中塗り

(
4
～
1
0
)

(20) (20)

とすることができる。
２） 上記１）のシーリング材の上に貧調合モルタル
（容積比=１（モルタル）：４（砂））とする。

特記事項
１） -４～-１０の伸縮調整目地の位置
-４～-８，-１０のコンクリート素地面の工法及び範囲

３） -３の断熱材の有無
２）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課



(20)

-11

(2
0)

(15)

(20)

-7～-11

(18X10)
シーリング材

ガラスクロス巻き込み

バックアップ材

コンクリート打放しの上仕上塗材，塗装等

石材-1～-6，-14・-15

１） -１～-６を梁形，まぐさの類，大壁面などに用いる場合は，アンカー及び鉄筋の

(25)

樹脂性プラグ

ガラスクロス巻き込み

留め付け材

＠300程度

(1
50

)

シーリング材

（
10

～
20

）

モルタル

外壁モルタル　25以下
内壁モルタル　20

(1
0)

(2
0)

(15)

(20)

縦目地

(10)

化粧目地

(18X10)

ひび割れ誘発目地

-10

(2
0)

縦目地

(20)シーリング材

(2
0)

(1
5)

10

コンクリート打継ぎ面

(20)

-9

打継ぎ目地

-8

1/5

壁　：　仕上げ

吸音材の上ガラスクロス張り-13モルタル塗の上塗装等-12コンクリート打放し，

2-02建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
仕様

(1
5)

-7

(40)+石厚

だぼ ステンレス

引金物 ステンレス

(6
以

上
)

モルタル

t(40)

あと施工アンカー
縦横＠450程度

D10溶接
SUS304 3.2φ

SUS304 3.2φ

(20)

又はセメントモルタル
シーリング材

(6
以

上
)

だぼ ステンレス
SUS304 4.0φ

-14

(20)

-15

t(40)

(40)+石厚

石の標準寸法0.8㎡以下・１階の腰壁又は根石部分

外壁湿式工法（石厚40～70 あと施工アンカー・横筋流し工法）

石の標準寸法0.8㎡以下・１階の腰壁又は根石部分

外壁湿式工法（石厚25～40未満 あと施工アンカー・横筋流し工法）

(          ) 又はセメントモルタル
シーリング材(          )

モルタル

あと施工アンカー
縦横＠450程度

D10溶接

引金物 ステンレス
SUS304 4.0φ

間隔は４００ｍｍ程度とする。
２） -１～-４の引金物はＳＵＳ３０４－Ｗ１，だぼ及びかすがいはＳＵＳ３０４－Ｗ２とする。
３） -５，-６の乾式工法用金物の材質は，ステンレス（SUS304）とする。
４） -４の下地鉄筋には錆止め塗装を行う。
５） -３，-４の引金物は高さ３ｍ以下の部分は径３.０mmとする。
６） -８，-９のシーリング材は３面接着とすることができる。
７） -１３のガラスクロスは額縁張りとし，留め付け材は製造所の仕様とする。

１） -１～-６，-１４，-１５の石材の種類，厚さ，
特記事項

-１～-６，-１４，-１５の石材の寸法，アン２）
カー，あと施工アンカーの寸法

３） -１～-６，-１４，-１５の石材の裏面処理，

４）
裏打処理（乾式の場合も必要）

５）
-７～-１１のコンクリート打放しの種別
-１３の端部に見切縁を付ける場合の材質

仕上げ

溶接

D10縦筋に溶接

D10-＠450程度

モルタル

(40)+石厚(40)+石厚

(40)+石厚

(40) t

モルタル

SUS304 3.2φ
引金物 ステンレス

SUS304 3.2φ
だぼ ステンレス

縦横＠450程度
あと施工アンカー

(0
～

6)

(0
～

6)

SUS304 3.2φ
引金物 ステンレス

SUS304 3.2φ
だぼ ステンレス

(40) t

だぼ ステンレス

引金物 ステンレス

D10-＠450程度 (6
以

上
)

モルタル

t(40)

溶接

アンカー又は
あと施工アンカー
縦横＠450程度

D10縦筋に溶接
SUS304 3.2φ

SUS304 3.2φ

(20)

又はセメントモルタル
シーリング材

（あと施工アンカー・横筋流し工法）

石の標準寸法0.8㎡以下・高さ4m以下の壁

（あと施工アンカー工法）

石の標準寸法0.8㎡以下・高さ4m以下の壁

-5

-4

D10溶接

モルタル

縦横＠450程度
あと施工アンカー

(6
以

上
)

SUS304 4.0φ
引金物 ステンレス

だぼ ステンレス
SUS304 4.0φ

-1

(20)

-2

t(40)

(40)+石厚

石の標準寸法0.8㎡以下・１階の腰壁又は根石部分

外壁湿式工法（石厚40～70 流し筋工法）

-6

石の標準寸法0.8㎡以下・１階の腰壁又は根石部分

外壁湿式工法（石厚25～40未満 流し筋工法）

(         )

(          ) 又はセメントモルタル
シーリング材(          )

又はセメントモルタル
シーリング材(          ) 又はセメントモルタル

シーリング材(          )

内壁空積工法（石厚20～40） 内壁空積工法(石厚20～40)

シーリング材

(
8
以
上
)

FB-4×60  =(65)
二次ファスナー

座金 22φ×2

だぼ 4φ

 =60～100

ボルト M10

一次ファスナー
L-60×50×5

外壁高さ31m以下

(7
0)

60

座金 22φ×2

あと施工アンカー

横断面

シーリング材

(
8
以
上
)

t(70)

FB-5×60  =(65)
二次ファスナー

座金 22φ×2

だぼ 5φ

 =60～100

ボルト M10

一次ファスナー
L-60×50×5(20)

外壁高さ31m以下

(7
0)

60

座金 22φ×2

あと施工アンカー

横断面

スライドだぼ穴

60～10060～100

ルーズホール ルーズホール

(70)+石厚

t(70)(20)

(70)+石厚

外壁乾式工法（石厚70以下　ロッキング方式）外壁乾式工法（石厚70以下　スライド方式）

-3

アンカー又は
あと施工アンカー
縦横＠450程度

(         )
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ジョイント
コンパウンド

ジョイント
コンパウンド

ジョイント
コンパウンド

仕様
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 2-03

-1～-9 ボード類（下地張りのない場合），ボード類の上塗装・壁紙張り等

-５，-１４，-１９のボード類の厚さが６ｍｍ以下の場合は，１） 壁　：　仕上げ

1/5

-10～-19

目地幅を５ｍｍ程度とする。

（テープ又は塗装）

目透し工法

-5

(8)

突付け工法

-3

継目処理工法

（ベベルエッジ）

-2-1

ジョイント

継目処理工法

-7

-11-10

ジョイント

-9

(8)（テープ又は塗装）

-13 -17 -18-15

-19

（テープ又は塗装）

-14

突付け工法

-4 -8-6

コンパウンド

-12 -16

コンパウンド

ボード類（下地張りのある場合），ボード類の上塗装・壁紙張り等

コンパウンド
ジョイント

せっこう系直張り用接着材

（断熱材）

継目処理工法 突付け工法

(8)

(
1
1
～
1
3
)

ジョイントコンパウンド

（テーパエッジ） （ベベルエッジ） （スクェアエッジ） （テーパエッジ）

継目処理工法

（ベベルエッジ）

突付け工法

（ベベルエッジ）

せっこう系直張り用接着材

（断熱材）

せっこう系直張り用接着材

（断熱材）

せっこう系直張り用接着材

（断熱材）

（スクェアエッジ）

目透し工法突付け工法継目処理工法

（ベベルエッジ）

継目処理工法 突付け工法

（テーパエッジ） （ベベルエッジ） （スクェアエッジ）

ジョイントコンパウンド

せっこう系直張り用接着材

（断熱材） （断熱材）

せっこう系直張り用接着材

（断熱材）

せっこう系直張り用接着材

（断熱材）

せっこう系直張り用接着材

継目処理工法 突付け工法

（テーパエッジ）

継目処理工法

（ベベルエッジ）

突付け工法

（ベベルエッジ） （スクェアエッジ）

目透し工法

せっこう系直張り用接着材

（断熱材）

(
1
8
～
2
3
)

※

(
1
1
～
1
3
)

(
1
8
～
2
3
)

※

(
1
1
～
1
3
)

(
1
8
～
2
3
)

※

(
1
1
～
1
3
)

(
1
8
～
2
3
)

※

(
1
1
～
1
3
)

(
1
8
～
2
3
)

※

(
1
1
～
1
3
)

(
1
8
～
2
3
)

※

(
1
1
～
1
3
)

(
1
8
～
2
3
)

※

(
1
1
～
1
3
)

(
1
8
～
2
3
)

※

(
1
1
～
1
3
)

(
1
8
～
2
3
)

※

※(-6～-9，-15～-19)の寸法は
　断熱材打込みの場合は（11～13）
　断熱材現場発泡の場合は（18～23）となる。

特記事項
ボードの種別，厚さ，仕上げ１）
-６～-９，-１５～-１９の全仕上げ厚さ２）
-６～-９，-１５～-１９の断熱材の有無３）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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ジョイナー

ジョイナー

入隅取合い　1/5

一般ジョイント部分取合い　1/5

S=1/5垂直断面

ジョイナー

幅木

ジョイナー

（化粧けい酸カルシウム板　t=6）
両面テープ+接着剤

（GB-R 又は GB-S）

（指定仕上材）

仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 2-04

-1 ジョイナー工法

壁　：　仕上げ

1/5

壁仕上材及び下地張りの種類，厚さ１）

  t=6）
両面テープ+接着剤

（GB-R 又は GB-S）

（化粧けい酸カルシウム板　t=6）
両面テープ+接着剤

（GB-R 又は GB-S）

  t=6）
両面テープ+接着剤

（GB-R 又は GB-S）

出隅取合い　1/5

(
6
0
)

（化粧けい酸カルシウム板

（化粧けい酸カルシウム板

（指定仕上材）

幅木の材種，高さ２）
ジョイナーの材質３）
指定仕上材の種類４）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 2-11

-1 ビニル幅木

－４のボード類の厚さが６ｍｍ以下の場合は，目地幅を５mm１） 壁取合い　：　床－幅木－壁

1/5

程度とする。

木製幅木-3

石材幅木-5 幅木なし-6

木製幅木-4

ビニル床シート立ち上げ幅木-2

(
6
0
)

（断熱材）

パッキングパッキング

8

t=24 t=21 t=24 t=21

(10)

t=24

(
8
)

(
8
) t=24t=24

パッキング

パッキング

ｔ

5

(
3
)

FL

（カーペット）

フェルト

グリッパ－

ジョイントコンパウンド

ビニル床シート

ジョイナー

8 8 8

(
8
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

又はR面面木

天然石 t=20以上
テラゾ t=23以上

(
6
0
)

ビニル床シート

ジョイナー

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

▽フロア仕上面
  フリーアクセス

H H H H H

フリーアクセスフロアとビニル幅木-9

（断熱材）

（断熱材） （断熱材）

（断熱材） （断熱材）

ジョイントコンパウンド
又はR面面木

フリーアクセスフロアと木製幅木　（幅木後付け)-10

パッキング
8

t=24

(
6
0
)

（断熱材）

▽フロア仕上面
  フリーアクセス

t=21

8
パッキング

8

t=24

8

t=21

(
6
0
)

(
6
0
)

(
6
0
)

－１０において幅木先付けとする場合は，隙間が生じないよ２）
うにフリーアクセスフロア内に木製幅木を１０ｍｍ程度のみ込

H H H H

ませる。

※ -7,-8は欠番

特記事項
幅木の高さ１）
-１，-２，-３，-４，-６，-９，-１０の断熱材の有無２）
-２のジョイナーの材質３）
-３，-４，-１０の木製幅木の樹種，塗装の種別４）
-５の石材の種類，仕上げ５）
-９，-１０のフリーアクセスフロアの構法，仕上げ，Ｈ６）

FL

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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1/5,1/10

壁取合い：腰壁（化粧合板，

化粧合板腰壁（天然木練付）（ボーダー，コーナー，目地，建具取合い）-1

2-12建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
仕様

（GB-R）

ボーダー：（堅木集成材）

（目地底 テープ張り）

木製幅木 t=(9)

天然木練付（見え掛りのみ）

(
6
0
)

(
1
0
)

(
6
0
)

H

(
8
)

断面　1/10

（GB-R）

ボーダー：（堅木集成材）

（目地底 テープ張り）

天然木練付合板 t=(9)

木製幅木 t=(9)

天然木練付（見え掛りのみ）

10

(
6
0
)

(
1
0
)

H（小口共練付）

断面　1/10

25

(6～12)

立面 1/10

(
6
0
) (
8
)

コンクリート壁下地の場合軽量鉄骨壁下地の場合

補強材

(6～12)

目透し張り 天然木練付合板

(25)(6～12)

天然木練付合板 t=(9)
（小口共練付）

10

25

軽量鉄骨壁下地の場合

ボーダーは扉枠に
突き付け

(25)

コンクリート壁下地の場合

(6～12)
目透し張り 天然木練付合板

(10)

(6～12) (60)

(
6
～
1
2
)

(
6
0
)

出隅：（堅木集成材）

（目地底　テープ張り）

天然木練付合板 
t=(9)（小口共練付）

平面　1/5

平面　1/5

出隅部平面　1/5

出隅部平面　1/5

(10)

(6～12) (60)

(
6
～
1
2
)

(
6
0
)

出隅：（堅木集成材）

（目地底　テープ張り）

天然木練付合板 
t=(9)（小口共練付）

 t=(9)

t=(9)

(
6
～
1
2
)

天然木練付合板 
t=(9)（小口共練付）

入隅部平面　1/5

入隅部平面　1/5

(
6
～
1
2
)

天然木練付合板
t=(9)（小口共練付）

立面 1/10

堅羽目板張り腰壁（ボーダー，コーナー，目地，建具取合い）-2

（目地底 テープ張り）

(
1
0
)

(
1
0
)

(6～12)
ボーダーは扉枠に
突き付け

扉枠

窓枠

ボーダーは扉枠に
突き付け

幅木は扉枠に
突き付け

(6～12)

扉枠

窓枠

ボーダーは扉枠に
突き付け

突き付け
幅木は扉枠に

入隅部平面　1/5

仕口目すかし

仕口合じゃくり面取り

仕口合じゃくり目すかし

仕口本実面取り

仕口本実目すかし

敷目板

W

（又は目板）

断面　1/5

　　　　　　　　　　 堅羽目板張り）

堅羽目板張りの種類

１）
樹種

（目地底 テープ張り）

（目地底 テープ張り）

(
6
0
)

(
6
0
)

(25) (21)

（GB-R）

ボーダー：天然木（繰形）

腰板：天然木 t=(15)
下地（GB-R）

幅木：天然木 t=(21)

軽量鉄骨壁下地の場合

(6)

断面　1/10

(25)(6～12)

（ボードを切り欠かない場合）

(10)

(60)

(
6
0
)

出隅：天然木

(
1
0
)

腰板：天然木 t=(15)

(
6
)

(6)

横胴縁 PL-0.8 w=60 @300

H

(
6
)

８） ボーダー（繰形）の形状

平面　1/5 出隅部平面　1/5

特記事項

２）
合板の厚さ３）
塗装の種別４）
堅羽目板張りの種類５）
目地底の種類６）
小口の仕上げ７）

Ｈ

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 2-13

壁取合い：化粧合板壁

1/5

(GB-R)

（指定仕上材）

縦胴縁

横胴縁

幅木：堅木集成材木レンガ

くさび

木レンガ

くさび

(20)(20)

(50)
(4)

(
6
0
)

(GB-R)

（指定仕上材）

幅木：天然木練付合板

(
6
0
)

（目地底：天然木化粧単板）

1
0

　　　（基材：合板 t=5.5）

（目地底：天然木化粧単板）

(GB-R)

壁：天然木練付合板(t=6)

(
6
)

-3・-4 化粧合板壁（天然木練付）

-4 コンクリート壁下地の場合-3 軽量鉄骨壁下地の場合

               
２）
天然木の樹種，合板の厚さ

３）
木部の塗装の種別

１）

断面　1/5 断面　1/5

４）
目地底の種類
指定仕上材の種類

（指定仕上材） （指定仕上材）

壁：天然木練付合板(t=6)

※ -1,-2は欠番

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 2-21

１） 断熱材の有無及び断熱補修材の材種

-1 軽量鉄骨壁下地

スタッド及び開口部補強材等の断面寸法は，公共標仕（建）１） 軽量鉄骨壁下地 ： 下地張りのない場合

1/5，1/50

表１４.５.１の６５形の場合を示す。
開口部補強材及び補強材取付け用金物は，防錆処理された２）
ものとする。また，溶接箇所は錆止め塗料を塗布する。

床面ランナ下端から＠1,200程度

(　-60X30X10X2.3)

-＠300程度
(65X45X0.8)

(　-60X30X10X2.3)

(　-60X30X10X2.3)

(　形又は　形又は　形　t=2.3)

断　面　1/5 打込みピン＠900程度

(65X45X0.8)-＠300程度

(10)
タッピンねじ又は溶接　＠900程度

＠900程度

150以内

(65X45X0.8)

(10)

150以内

打込みピン＠900程度ランナ受金物　＠900程度打込みピン＠900程度

脚　部

頭部　2室の天井高が異なる場合

頭部　断熱材ありの場合の取合い

タッピンねじ

断熱補修材

スタッド

(吹出口補強わく)

ダブル野縁

吹出口等（別途）

シングル野縁

頭部　ランナが野縁と直角の場合

タッピンねじ

野縁受け
野縁

頭部　ランナが野縁と平行の場合

シングル野縁
ダブル野縁

野縁受け

ランナ(67X40X0.8)

開口部補強材

開口部補強材

取付け用金物

取付け用金物

ランナ

開口部補強材

スタッド

ランナ

ランナ

スタッド

振れ止め(25X10X1.2)

△
天井面

天井面
△

天井面
△

天井面
△

振れ止め

隣り合う室の 隣り合う室の
天井高が異なる場合

隣り合う室の
天井高が異なる場合天井高が同じ場合天井高が同じ場合

隣り合う室の

開口部補強材
(　-60X30X10X2.3)

断熱材

立　面　1/50 立　面　1/50

軸　組　1/50

開口部上枠と天井面が接している場合 開口部上枠と天井面が離れている場合

軸　組　1/50

ランナ

ランナ

スペーサ＠600程度

ランナ

スペーサ＠600程度

ランナ

スペーサ＠600程度

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 2-22

１） 断熱材の有無及び断熱補修材の材種

-1 軽量鉄骨壁下地

スタッド及び開口部補強材等の断面寸法は，公共標仕（建）１） 軽量鉄骨壁下地：下地張りのある場合

1/5，1/50

表１４.５.１の６５形の場合を示す。
開口部補強材及び補強材取付け用金物は，防錆処理された２）
ものとする。また，溶接箇所は錆止め塗料を塗布する。

スタッド

床面ランナ下端から＠1,200程度

軸　組　1/50

(　-60X30X10X2.3)

(　-60X30X10X2.3)

-＠450程度
(65X45X0.8)

(　-60X30X10X2.3)

(　-60X30X10X2.3)

立　面　1/50

(　形又は　形又は　形　t=2.3)

断　面　1/5

打込みピン＠900程度

(65X45X0.8)-＠450程度

スペーサ＠600程度

(10)

スペーサ＠600程度

タッピンねじ又は溶接 ＠900程度

スペーサ＠600程度

＠900程度

150以内
(65X45X0.8)

(10)

150以内

打込みピン＠900程度ランナ受金物 ＠900程度打込みピン＠900程度

脚　部

頭部　2室の天井高が異なる場合

頭部　断熱材ありの場合の取合い

タッピンねじ

断熱補修材

ランナ

スタッド

(吹出口補強わく)

ダブル野縁

吹出口等（別途）

シングル野縁

頭部　ランナが野縁と直角の場合

タッピンねじ
野縁受け

ランナ

野縁

頭部　ランナが野縁と平行の場合

シングル野縁

ランナ

ダブル野縁

野縁受け

開口部補強材

開口部補強材

取付け用金物

取付け用金物

ランナ

開口部補強材

スタッド

開口部補強材

ランナ

ランナ

振れ止め(25X10X1.2)

天井面
△

天井面
△

天井面
△

振れ止め

天井面
△

ランナ (67X40X0.8)

開口部上枠と天井面が接している場合 開口部上枠と天井面が離れている場合

隣り合う室の
天井高が異なる場合

隣り合う室の隣り合う室の
天井高が異なる場合

隣り合う室の
天井高が同じ場合 天井高が同じ場合

断熱材

軸　組　1/50

立　面　1/50

ランナ

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様 特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 2-23

１） 見切縁の材種

-1 軽量鉄骨壁下地

スタッド及び開口部補強材等の断面寸法は，公共標仕１） 軽量鉄骨壁下地　：　遮音壁の場合

1/5，1/50

（建）表１４.５.１の６５形の場合を示す。
開口部補強材及び補強材取付け用金物は，防錆処理２）
されたものとする。また，溶接箇所は錆止め塗料を

断熱材の有無及び断熱補修材の材種２）

150以内

150以内

(65X45X0.8)

(10)

打込みピン ＠900程度

断　面　1/5 打込みピン ＠900程度

(65X45X0.8)-＠450程度

スペーサ＠600程度

(10)

150以内

スペーサ＠600程度

(　形又は　形又は　形 t=2.3)
＠900程度

打込みピン ＠900程度

野縁受け

野縁

頭部　ランナが野縁と直角の場合

野縁

野縁受け

野縁

タッピンねじ

ランナ受金物 断熱材

ランナ

T形壁取合い

ジョイントコンパウンド塗り

脚　部

頭部　2室の天井高が異なる場合

ランナ

スタッド

ダブル野縁

吹出口等(別途)

(吹出口補強わく)

シーリング材

シーリング材

シーリング材

△

天井面

天井面

△

ジョイントテープ張りの上

スタッド

振れ止め＠1,200 程度

開口部補強材
(　-60X30X10X2.3)

(　-60X30X10X2.3)

(67X40X0.8)

開口部補強材

ランナ

(　-60X30X10X2.3)

ランナ 取付用金物

スタッド(65X45X0.8)

(　-60X30X10X2.3)

開口部補強材

-＠450程度

開口部補強材

ランナ

ランナ
(67X40X0.8)

取付け用金物

床面ランナ下端から＠1,200程度

天井面
△

天井面
△

天井高が異なる場合天井高が同じ場合
隣り合う室の 隣り合う室の

天井高が異なる場合 天井高が同じ場合
隣り合う室の 隣り合う室の

立　面　1/50 立　面　1/50

軸　組　1/50

開口部上枠と天井面が接している場合 開口部上枠と天井面が離れている場合

軸　組　1/50

断熱補修材

塗布する。

（断熱材ありの場合の取合い）

ランナ

シーリング材

壁取合い

見切縁

ジョイントコンパウンド断熱材

打放しの場合

断熱材ありの場合

又はジョイントコンパウンド

又はジョイント

又はジョイントコンパウンド

又はジョイントコンパウンド

コンパウンド

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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仕様
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 2-24

-1 T形取合い

スタッドの断面寸法は，公共標仕（建）表１４.５.１の６５形１） 軽量鉄骨壁下地　：　各部取合い

1/5

L形取合い-2 壁取合い-3

T形取合い-5 L形取合い-6 壁取合い-7 サッシ取合い-8

(65X45X0.8)

(
8
)

(
9
0
)

(90)

(65X45X0.8)

継目処理の場合目透しの場合

ジョイントテープ張りの上
ジョイントコンパウンド塗り

ジョイントテープ張りの上

(65X45X0.8)

(
9
0
)

(
9
0
)(
2
0
)

(20)

継目処理の場合

コーナー保護金物の上

目透しの場合

ジョイントコンパウンド塗り

ジョイントコンパウンド塗り

(
9
0
)

(
9
0
)

(8)

(8)

(65X45X0.8)

(65X45X0.8)

ジョイントテ－プ張りの上

見切縁

目透しの場合

断熱材あり

（テープ又は塗装）

（テープ又は塗装）

ジョイントコンパウンド塗り

(
1
1
5
)

(115)

(65X45X0.8)

(
8
)

継目処理の場合目透しの場合

ジョイントテープ張りの上
ジョイントコンパウンド塗り

(
1
1
5
)

(
1
1
5
)

(115)

(115)

ジョイントテープ張りの上

(65X45X0.8)

(
8
)

(
2
0
)

(20)

継目処理の場合

ジョイントコンパウンド塗り
コーナー保護金物の上

目透しの場合

ジョイントコンパウンド塗り

ジョイントコンパウンド塗り
コーナー保護金物の上

(
1
1
5
)

(65X45X0.8)

(8)

(8)
(65X45X0.8)

ジョイントテ－プ張りの上

見切縁

目透しの場合

（テープ又は塗装）

（テープ又は塗装）

ジョイントコンパウンド塗り

(
2
5
)

(
7
)

(10)

シーリング材

D

D

(15)

(65X45X0.8)

-45X30X2.3

（アルミニウム板 t=1.5加工）

P

断熱補修材

又は二重
ボード一重

サッシ方立部分平面

ぜん板

断面

ジョイントコンパウンド塗り
コーナー保護金物の上

コンクリート

(90)

(90)

継目処理の場合

継目処理の場合

（テープ又は塗装）

（テープ又は塗装）

（テープ又は塗装）

（テープ又は塗装）

(
8
)

(
1
1
5
)

（アルミニウム板 t=1.5加工）

(     )

一重張

(10)

ハット型目地

二重張

(10)
ハット型目地

壁取合い（ハット型目地）-4

(
1
1
5
)

(115)
(65X45X0.8)

耐火壁の場合

ジョイントテープ張りの上
ジョイントコンパウンド塗り

L

ジョイントテ－プ張りの上
ジョイントコンパウンド塗り

ジョイントテ－プ張りの上
ジョイントコンパウンド塗り

(65X45X0.8)

(65X45X0.8)

打放しの場合

の場合

断熱材あり

コンクリート
打放しの場合

の場合

断熱材あり

コンクリート
打放しの場合

の場合

断熱材あり

コンクリート
打放しの場合

の場合

の場合を示す。
２） -１～-７のボード類の厚さが６ｍｍ以下の場合は，目地幅
を５ｍｍ程度とする。
溶接箇所は，錆止め塗料塗りとする。
-８のアルミニウム板の表面処理の種別は建具の種別と同じ
とする。

３）
４）

特記事項
ボードの種別，厚さ１）
-１～３，-５～-７の目地処理の種別２）
-３，-７の見切縁の材種３）
-３，-７の断熱材の有無４）
-４のハット型目地の材質５）
-８の断熱補修材の材種，ぜん板・額縁のＤ寸法６）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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L-(65X65X6以上)

H　部　1/10

L-(65X65X6以上)

G　部　1/10D　部　1/10

L-(65X65X6以上)

B　部　1/10A　部　1/10

(
1
0
0
)(
2
0
)

フットプレート t=2.3

(100)

平　面　1/50

立　面　1/50

CBA

最
大
支
点
間
距
離
以
下

H

1,500以下(600)

GH

L-(65X65X6以上)

L-(65X65X6以上)

片側２方向隅肉溶接

耐火目地材

開口部開口部

1/10，1/50

ALCパネル　：　間仕切壁１） パネルの取付け構法は公共標仕（建）表８.４.３のE種を示す。

ALCパネル-1

2-31建築工事標準詳細図　令和４年版

縮　　尺

図面名称
仕様

フットプレート

D

C　部　1/10

フットプレート t=2.3あと施工アンカー

ストレートボルト

あと施工アンカー

イナズマプレート

床コンクリート直均し仕上げの場合モルタルの場合

あと施工アンカー

フットプレート t=2.3

(
1
0
0
)

フットプレート t=2.3

あと施工アンカー

(
1
0
0
)

(100)

(
1
0
0
)

(
2
0
)

耐火目地材

フットプレート t=2.3

あと施工アンカー

(100)

F　部　1/10

(100)

t=2.3

E

F

あと施工アンカー等 ＠1,200

耐火目地材

間仕切L形金物 t=2.3

L-(40X40X3以上)
=100(両端部溶接) ＠600

(
2
0
以
上
)

t=20程度

間仕切溝形鋼 t=2.3　

間仕切チャンネルの場合間仕切L形金物の場合

E　部　1/10

(100) (100)

あと施工アンカー等 ＠1,200

耐火目地材
t=20程度

フレア溶接 

溶接部詳細

　　 

(600) (600) (600) (600) (600) (600) (600)

２） 防火区画壁に使用する場合は取付金物に必要な耐火性能を
有する被覆を行う。

１） ALCパネルの厚さ，寸法，Ｈ

特記事項

２） G部 ストレートボルトの大きさ，間隔
耐火目地材の種類３）

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）
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特記事項
図面名称

縮　　尺

建築工事標準詳細図　令和４年版 2-41

地下二重壁

1/20

１） シーリング材の種別
２） 点検口の寸法
３） 溶融亜鉛めっきの種別

仕様

-1 地下二重壁

(300)

(
1
5
0
)

コンクリート打放し

水抜パイプVP50φ

（ピットまで）

（
1
0
）

(300)窯業系サイディング t=(15)

(
1
0
) (
1
0
)

(
1
,
0
0
0
程

度
)

〃
(
1
,
0
0
0
程
度
)

(
1
0
)

水抜パイプVP50φ

点検口
(600×600)

(シーリング材 10×10)

(シーリング材 10×10)
(シーリング材 10×10)

平　面　1/20 断　面　1/20

横張り

2箇所

モルタルコテ仕上

１）

鉄部は溶融亜鉛めっき処理を行う。

(150)

窯業系サイディングの規格は JIS A 5422による。

点検口は製造所の仕様による。

点検口立面　1/20

窯業系サイディング t=(15)

 塗膜防水

(M10)アンカーボルト(SUS)

(M10)ボルトナット(SUS)

アングルピース(L-75×75×4)

アングルピース(L-75×75×4)

(M10)ボルトナット(SUS)

(M10)アンカーボルト(SUS)

C-100×50×20×2.3 
＠1,000程度

C-100×50×20×2.3 

C-100×50×20×2.3 

C-100×50×20×2.3 

2C-100×50×20×2.3 

C-100×50×20×2.3 
点検口補強

H=(600)

(M10)アンカーボルト(SUS)

▽BFL

点検口
（600×600）

C-100×50×20×2.3 
点検口補強

(シーリング材 10×10)

▽BFL (
1
5
0
)

(シーリング材 10×10)

点検口断面　1/20

(150)

▽BFL

点検口
(600×600)

C-100×50×20×2.3 
点検口補強

L-30×30×3

地下外壁に防水を要しない場合を示す。

２）

３）

４）

窯業系サイディング t=(15)

(150)

建築工事標準詳細図　（令和４年改定）

国土交通省大臣官房官庁営繕部整備課
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